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檄

暑い夏をたたかい抜こう！！－「政権交代の夏」の実現のために－

　本日、７月２１日午後、麻生首相は衆議院を解散した。８月１８日公示、同３０日投開票の衆議院議員総選挙により、麻生自公政権に対する国民の評価が示される。

　思い起こせば約４年前、小泉首相による郵政民営化の是非を争点にした総選挙が行われて以来、安倍・福田・麻生と内閣が三度変わったにもかかわらず、国民にその信が問われることはなかった。

　小泉政権以来、格差・貧困問題や医療・介護・雇用等のセーフティネットの劣化が深刻化し、多くの国民が将来不安や不信を募らせている。今回の総選挙は、こうした事態を招いた自公政権の政治を続けるのか、政権交代で民主党を軸とする新しい政治をつくるのか、そのことが問われる選挙である。

　連合は３年前から格差社会化の流れを止め、国民目線に立った、生活を優先させる政治への転換を求めて「ＳＴＯＰ！ＴＨＥ格差社会」キャンペーンに取り組み、２年前の参議院議員選挙では与野党の議席数を逆転させることに力を尽くしてきた。その後も、格差社会是正のための運動を続け、総選挙での政権交代を何としても実現することを最終目標に掲げ、広く国民の皆さんに訴えてきた。

　いよいよ、決戦の時がやってきた。暑い夏の選挙になるが、日本の明日を希望に満ちたものにするため、何としても勝ち抜くべく、渾身の運動を展開しようではないか。２年前の参院選の「逆転の夏」に続いて、今度は「政権交代の夏」を実現するため構成組織、地方連合会、地域協議会が打って一丸となり民主党や社民党、国民新党の連合推薦候補の勝利をめざし、臆せずにたたかいを進めていこう。

　今回の総選挙こそ、連合の長年の悲願である政権交代を実現する絶好のチャンスである。　日本も今こそチェンジ。日本の経済社会のパラダイムを変えるための最大のターゲットは政権交代である。万一、敗れるようなことになれば、５年・１０年とさらに厳しい時を過ごすことになる。

　８月３０日の投開票日まで４０日間、組合員に訴え、家族や親戚、知人友人の共感を得るため、悔いの残らぬたたかいを挑もうではないか。ともに、がんばり合おう！
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